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【一般講演5】 第15席 井原道園校訂本『医学至要抄』の考察

東京 篠原 孝市

日本近世における医経や鍼灸の研究史を考える上において、饗庭東庵・味岡三伯の学統が果たした役割

は極めて大きい。饗庭東庵の業績は、医（『類経』『素問』『難経』などの講読）、鍼灸（わが国初の考證

的経脈経穴研究書『経脈発揮』の著述）、金元医学（注釈書『重校補注素問玄機原病式』の著述）の二分

野に及んでいる。この幅広い研究活動は、東庵の学を受け継いだ医家達も同様で、その研究の及ぶところ、

医経や鍼灸の優れた研究者が輩出した。たとえば医経の分野では、東庵の門人・吉弘菊潭による寛文三年
よしひろきくたん

刊本『素問』への付訓、同じく門人・竹中通庵よる『黄帝内経素問要語集註』九巻、『黄帝内経霊枢要語

集註』九巻の著述がある。

饗庭東庵の高弟である味岡三伯と、その門から出た浅井周伯、岡本一抱、井原道閲、小川朔庵ら〈味岡

家の四傑〉と称せられる優れた医家たちは、元禄時代を中心として、医や金・元・明医学、本草などの

広い分野にわたって活躍したが、鍼灸にも少なからざる識見を持ち、注目すべき業績を遺している。味岡

三伯には医経関係の著述は遺っていないが、三伯の門から出た浅井周伯と岡本一抱はそれぞれ『黄帝内経

霊枢弁鈔』や『黄帝内経素問諺解』などの医経講義録を遺し、浅井周伯の『内経病機撮要』には門人・森

嶋玄勝が訓解を加えて『内経病機撮要弁証』として刊行している。鍼灸の分野においては、先ず味岡三伯

・浅井周伯の両者が関わっていると見られる著者未詳の『医学至要抄』と『灸法要穴』が重要である。岡

本一抱が遺した業績については繰り返すまでもない。小川朔庵の門人・堀元厚とその嗣子・元昌は堀流の

経穴学を確立している。

〈味岡家の四傑〉のうち、井原道閲はその伝や学問の最も知られていない医家であるが、その道閲の数

少ない著書が、修琴堂大塚文庫に所蔵される写本・井原道閲校訂本『医学至要抄』である。今回の検討で

は、刊本『医学至要抄』と井原道閲校訂本を比較対照し、これまで知られることの無かった井原道閲の業

績の一端を明らかにしたいと思う。
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